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〈自由研究〉 
A 県立 S 工業高等学校（多部制）学校改善プラン
－地域に開かれた教育課程による工業高校の深い学びの実現に向けて－ 
 

































2018 年 6 月に「Society5.0 に向けた人材育成～社会が変わる、学びが変わる～」と題す
る報告書がまとめられ、文部科学省から発表された。その第 1 章では新たな社会で共通し
て求められる力として、①文章や情報を正確に読み解き、対話する力、②科学的に思考・
















的な人手不足、人材不足に陥っている。2019 年 12 月の新規求人倍率は、全国平均で 2.43 倍
と高い水準が続いている。その一方でその背景の一つである生産 
年齢人口（15 歳～64 歳）の減少は今後も急速に進む。わが国の生産  表 1 我が国の生産 
年齢人口は少子高齢化の進行によって 1995 年をピークに減少してお      年齢人口の推移 
り、総人口も 2008 年をピークに減少に転じている。平成 27 年国勢    (2040 年以降は予測) 
調査によると、2015 年の総人口は 1 億 2709 万人、生産年齢人口 
は 7728 万人である。国立社会保障・人口問題研究所の将来推計に 
よると、総人口は 2040 年には 1 億 1092 万人、2060 年には 9284
万人にまで減少し、生産年齢人口は 2040 年には 5978 万人、2060
年には 4793 万人にまで減少するとされている（表 1）。            










あり、業種別では、製造業で「採用予定        
図 1 人材採用に関する調査（N=457） 
数を十分に充たしている」の回答割合が 




1995 年 8726 万人 
2015 年 7728 万人 
2040 年 5978 万人 
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S 工業高校は A 県 B 市の南部に位置している。創立 80 年以上の伝統校であり、卒業生
は 2 万名に及び各界で活躍している。2003 年度には全日制を学科改編すると同時に、定時
制課程である多部制（1 部・2 部・3 部）を併置して県下初の単位制工業高校となった（以
下、文中の「S 工業高校」は主として多部制を指す）。多部制の生徒は 3 修制か 4 修制を選
択したうえで、必修科目と選択科目を履修登録して学習している。現状、1 部と 2 部は全
員が 3 修制を選択していて授業時間帯の違いはなく、校内では 1・2 部と称している。
（以下本文でも同様に表記）また定時制は授業時間を 45 分としている学校が多いが、1・
2 部の生徒が学ぶ 1～6 校時は全日制に合わせ、50 分である。結果的に 1・2 部と全日制の
授業時間帯は全く同じであり、両者の違いが見えにくい一因となっている。また、授業時
間帯が異なることで 1・2 部と 3 部の交流が少なく、多部制の融合を難しくしている側面
もある。 
 
表2 授業時間帯（3修制… 1日6時間 、4修制 … 1日4時間） 
校時 時  間 1 部 2 部 3 部  全日制 







2 9:40 ～ 10:30  




4 11:40 ～ 12:30  
5 13:15 ～ 14:05 選択できる 
授業時間帯 
 
6 14:15 ～ 15:05  







8 16:30 ～ 17:15 




10 18:25 ～ 19:10  
11 19:15 ～ 20:00  


















・生涯学習講座 … 地域住民に向け四つの講座を開講し、学習の機会を提供している。 








大学 短大 専門･各種 





























部／年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 
入試種別 Ⅰ期 Ⅱ期A Ⅰ期 Ⅱ期A Ⅰ期 Ⅱ期A Ⅰ期 Ⅱ期A Ⅰ期 Ⅱ期A 
1部 1.71 1.31 1.19 0.88 1.35 0.94 1.77 1.31 1.15 0.56 
2部 1.25 0.63 1.83 1.25 1.21 0.50 1.96 1.25 1.58 0.63 
3部 1.14 0.83 1.08 0.42 0.92 0.53 1.00 1.07 1.12 1.00 






教職員組織 17 教師間では、お互いによく協力して教育活動に当たっている 
生徒理解 18 本校では生徒理解に基づいた指導を実践している 
３．S 工業高校の課題 
次にこれまでの内容と学校経営専門職インターンシップでの観察等をふまえて、S 工業










































































1・2 部、3 部の協力体制を確立して多部制の融合を進めるため、以下の方策を行う。 
①授業の相互乗り入れ 
現代学校経営研究 第 26 号 pp.169-180 
175 
2 部の 3 修制の授業を本来の 3 校時から開始とする。これにより起立性調節障害のある
生徒や遠方より登校する生徒などに配慮できるとともに、2 部の独自性が確立され、中学
生の進路選択肢も増える。またこれにより 7、8 校時の時間帯が重なる 3 部の 3 修制と共





1・2 部と 3 部の生徒は登校時間が違うため学校行事を合同で行うことは、なかなか難し
い。現状では全日制の生徒も含め、学校全体で行う入学式と卒業式だけである。そこで、
現状それぞれで行っている「生活体験発表会」を合同で行うことを提案する。この行事を




現状、各部や委員会には 1・2 部と 3 部それぞれに部長・主任がおり、別々に活動して
いる。これらを統一し、1・2 部の長と 3 部の長について、どちらかを主、副とし、年間を
通じて合同会議を設ける。そこでそれぞれの長が中心となり、できるところから一緒に仕
事をする機会を増やしていくことで組織力の向上を図る。また多部制として取組内容を揃











能させる必要がある。そこでまず、公開授業について 1・2 部と 3 部で実施日、回数を揃







任者研修や訪問指導とは別に年間 2 回実施する。各回とも 3 名程度の教員が研究授業を行
うが、若手やミドルリーダーなどに声をかけ「燃やせるところから燃やす」形で活性化を
図る。また時間割を可能な限り調整して全ての教員が 1 時間は見学できるようにし、授業















































S 工多部制メソッド（図 2）は、学習指導要領に掲げる三つの資質・能力を育成し、生 
徒が主体的に未来を切り拓く力を養うため 3 年間を通して「キャリア教育」と「探究的な 
学び」を進めるカリキュラムである。1・2 部では学校設定教科であるキャリア科を立ち上




































１年次   社会探究Ⅰ（キャリア科・１単位）  ・コミュニケーションの基礎   
・調査、研究方法の基礎  ・業種、職種研究  ・短期就業体験（３日間） 
 
２年次  社会探究Ⅱ（キャリア科・６単位）  ・長期就業体験（毎週水曜日、１２回×２） 
      キャリア演習（キャリア科・２単位）・各回の反省や気付き、次回の目標設定、意見交換 
 
３年次  課題研究（工業科・２単位）  ・企業や大学などと連携  ・研究発表を地域に公開 
図 2 S 工多部制メソッド（1・2 部） 
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の一部に替えることができること。」とある。この学校設定科目はここで認められている
実務代替により工業科科目「実習」のうち、4 単位を認定する。対象は 3 修制の 2 年次生
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